
 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ お得な情報やためになる情報も掲載。毎週発行の情報紙です。お見逃しなく! ◆ 

２０１９年 

《１０月３週号》 

 №684 

バーコード 

 

 

■ライフプランを立てる必要はあるの？ すごろく風ゲームで、楽しみながら

人生を経験してみましょう♪ 皆さんと一緒に、この先どんなことにお金がか

かるか考えてみませんか。思いもよらないことで出費があるかも！ 組合員で

ない方も参加は無料です。 

10 月 31 日(木) 10時30分～12時 

◆場所 : コープあおもり十和田センター（十和田市大沢田字笹舘191-1） 

◆対象 : 世代不問、組合員さん以外もＯＫ！ 

◆申し込みは、下記の参加申込書に記入し、配達担当者へ提出いただ 

くか、ＴＥＬ・ＦＡＸでお申し込みください 

◆締め切りは、10月25日（金）まで 

 

コープあおもりＬＰＡの会 企画 

ＴＥＬ 0172 - 62 - 1477   
ＦＡＸ 0172 - 62 - 0208 
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                  ＊１０月３１日、コープあおもり「十和田センター」内 

  

組合員番号                 お名前                 
 

◆この用紙は、組合員担当 ⇒ 浪岡共済センター 工藤 健 行き 

＜※この個人情報は、上記の目的以外には使用いたしません＞ 

 

 

ピースアクション ㏌ 沖縄 

 

◎沖縄戦は何故国内唯一の地上戦の地となったのか、戦後占領下にお

かれ、その後も米軍専用施設が集中する沖縄で 問題や現在の論点は何

か、など戦跡・基地をめぐりながら考えます 

◆目的 「沖縄を知ろう、そして平和を考えつなげよう」 

 ～住民を巻き込んだ地上戦の歴史と米軍専用施設の70.28％が集中する沖

縄の現状を学びます ／現在の沖縄における諸問題やこれからの平和をめ

ぐる課題について考えあう機会とします ／次世代が平和をつなげようと

意識をもつきっかけとします。 
  

◆日 時   2020年3月26日（木）～28日（土） 
  

◆派遣人数 2名（希望者多数の場合は抽選） 
  

◆参加対象 健脚で全行程を独力で参加できる方 ／沖縄の戦争体験や基地

問題について初めて学ぶ方 
  

◆参加費   3万円（大人1室2名様以上利用、新青森駅 ～ 仙台空港発着） 

※実費との差額は、コープあおもり平和活動協力金から充当されます。 
  

◆宿泊予定ホテル ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城 
  

◆申込み締切り   11月15日（金） 
  

◆申込みお問合せ 平和活動チーム事務局 加藤るみ 

 電話：017-766-1635 Fax：017-766-1462 

         E-mail：chiiki-gosho@coopaomori.com 

※事前説明会及び事後報告会を開催します。日程はご相談の上決定します。 

 

 

 

 

 

☆１日目 全体会・夕食懇親会 

☆２日目 普天間基地、辺野古、わんさか大浦パ 

ーク、瀬嵩の浜、サンライズひがし、東村高江 

☆３日目 糸数壕、平和の礎、平和祈念資料館、 

 

▲子ども対象の分散会の発表 

 

▲沖縄地上戦で亡くなられ
た２３万人あまりの名前が
刻まれる「平和の礎」 

 

▲沖縄戦を現在に伝える 
「糸数アブチラガマ」 

 

▲平和の礎のある広場中央
にある「平和の火」 

 

mailto:chiiki-gosho@coopaomori.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高砂食品 

８％税込950円  

■Ｗｅｅｋ表紙・５１ページでご案内  

▲共同購入の商品案内 「Ｗｅｅｋ」（ウィーク）でのおすすめ商品です。店舗では取り扱いのない場合があります 

コシが強くなめらかな生タイプのうどんに、スー
プ・天ぷら・七味唐辛子を添付しました。 
 
 

 

被災地はいま 
【シリーズ 第７２回】 

～ まち・住まい・コミュニティ ～ 

「自分たちの町のために何かしなきゃ」― 集う機会がもたらした地域力 

 
 

みやぎ生協・コープふくしま

から〝宮城・福島のいま〟をシ

リーズでお伝えします 

 

 

 
◆南三陸町「結（ゆい）の里」は、震災後、ボランティアの活動拠点となったベ
イサイドアリーナの向かいにあります。木造平屋の建物にデイサービス施設と
地域交流スペースがあり、隣の災害公営住宅とはウッドデッキでつながって
います。地域の人たちが一緒に昼食をつくったり、赤ちゃんを連れたお母さ
んたちが集まってお喋りしたり、介護サービスの拠点であると同時に、すべて
の世代が気軽に集うことのできる場所になっています。結の里の特徴は、こ
の「集う機会」が地域住民と社会福祉協議会（以下社協）のコラボレーション
で幾通りも用意されていることです。「この場所で何をしていくか。2018年４
月の開所までの１年間、話し合いを重ねました。住民は、実行委員として施
設運営に関わります。自分たちも運営を担う一人であることが分かるにつ
れ、色々なアイディアを提案してくるようになりました」と、髙橋吏佳さん（南
三陸町社会福祉協議会結の里管理責任）は振り返ります。「行政や社協が
やってくれる」のではなく、「自分たちはこうしたい、だから社協さん手伝って」
と意識が変わってきたのだそうです。そうして生まれたのが、月１回、みんな
で料理をつくって一緒に食べる「みんな食堂」や住民がボランティアで運営
する「えんがわカフェ」、映画鑑賞会や「走らないミニ運動会」などのイベント
です。 
◆2019年７月で開所から１年３ヶ月、「集う機会」はたくさんの笑顔をもたら
すとともに、「地域力」を高めたと髙橋さんは言います。「例えばみんな食堂
に来られない人のために宅配はどうだろうという意見が出たり、ワークショップ
や研修では思ったことをどんどん発言したり。自分たちの町のために何かし
なきゃという思いが強くなりました」。イベントを主催するのはそれぞれ実行委
員のグループです。社協は予算の管理を手伝ったり、他の団体から申し込
まれたイベントとの調整を図ったりします。「住民も役割を持ち、楽しみながら
やってほしい。震災から、みんなで家族のようにして生きてきたんだから、こ
れからも楽しんでやっていこう」。常々そう話しているという髙橋さん。「だから
結の里の事務所も、社協のオフィスというより住民の茶の間という感じ」と和
やかに笑います。 
 
 

▲南三陸町社会福祉協議会結の里の皆さん。
前列中央が高橋吏佳（りか）さん。 
 

▲「えんがわカフェ」。８時半～１７時の間、２時間
程度、ボランティアが関わります。７月からは、住
民が自分の都合のいい日時と名前をカレンダー
に書き込んで運営する方式になりました。 
 

 
■受付時間 午前９時～午後５時（月～金） 

※お申し込みはＯＣＲ注文用紙にご記入いただ

くかコープあおもりサービス事業センターまで 

カーペット・じゅうたん 

クリーニングも承ります。 

■提携先  

有限会社ツルヤクリーニング 

キクチクリーニング(下北地域) 

 

 

200ｇ×8、天ぷら・スープ付 

本体888800円円    
 


